
の海外相場

COMEX/NYMEX ($)

Open

High

Low

Settlement

Change

EFP

LBMA/LPPM Fixing ($)

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 予 前 - 予 - 前 - 予 - 前 - 予 - 前 7.25% 予 7.00%

前 予 前 0.2% 予 0.2% 前 予 前 -2513億ドル 予 - 前 - 予 -

前 予 前 - 予 - 前 予 前 -1.7 予 2.3 前 - 予 -

前 予 前 - 予 - 前 予 前 予 前 - 予 -

前 予 前 - 予 - 前 予 前 予 前 予

前 14 予 16 前 予 前 1.50% 予 1.25% 前 2.000% 予 2.000% 前 0.50% 予 0.75%

前 34 予 35 前 予 前 4.75% 予 4.75% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 予 前 予 前 予

前 予 前 5.0% 予 5.1% 前 3.6% 予 3.4% 前 1.75% 予 - 前 予

前 予 前 - 予 - 前 - 予 前 4.00% 予 3.75% 前 予

前 予 前 - 予 - 前 予 前 2.15% 予 2.15% 前 予

COMEX/NYMEX 投機的建玉（米政府閉鎖の影響により情報公開スケジュール遅延）

Long

Short

Net

Change

Platinum (koz)

2,903.0

1,717.9

1,185.1

-61.8 

1,263.8

1,087.6

176.2

1.2

Palladium (koz)Gold (Mil oz)

29.9

8.2

21.7

-0.4 

435.2

172.6

262.6

6.1

Silver (Mil oz)

4,387.8

4,286.0

4,328.3

15.3

$32.00 $48.00 $55.00$20.00$36.00

日本・日銀政策金利 12月

62.007

-2.585 

-￠0.10 -￠0.03

12/17（水） 12/18（木） 12/19（金）

タイ・中銀政策金利 12月

インドネシア・インドネシア銀行7日物リバースレポ 12月

英国・消費者物価指数（CPI） 11月 [前年比]

1,536.0

1,596.5

1,517.5

1,542.7

-0.2 

メキシコ・メキシコ中銀政策金利 12月 アメリカ・小売売上高 11月 [前月比]

アメリカ・実質ＧＤＰ（確報値） 第3四半期

アメリカ・中古住宅販売件数 11月

アメリカ・PCE価格指数 11月

12/16（火）
アメリカ・雇用統計 10月

アメリカ・小売売上高 10月 [前月比]

アメリカ・雇用統計 11月

アメリカ・鉱工業生産指数 11月 [前月比]

英国・ILO失業率 10月

ドイツ・ZEW景況感指数 12月

12/15（月）
アメリカ・消費者物価指数（CPI） 11月

アメリカ・経常収支 第3四半期

2025年12月16日

65.085

61.015

12月15日
Palladium (Dec)Platinum (Oct)

1,713.0

1,804.3

1,701.3

1,762.5

49.3

$10.00

Silver (Dec)

63.985

Gold (Dec) 

4,309.1

コメント
Precious Metal

金：横ばい、銀：上昇、プラチナ：上昇、パラジウム：上昇

貴金属相場は上昇。FOMCで0.25ポイントの利下げが決定された後、米国債利回りが低下し、ドル安基調が続いたことが金を中心に支援材料となった。声明では追加利下げを巡る不確実性が強調されたものの、市場では来年も緩和

方向が維持されるとの見方が優勢で、金融環境の引き締まり懸念が後退。利息を生まない金にとって追い風となる地合いが続いた。為替市場ではドル売りが進行し、ドル指数はFOMC後の下落基調を維持。これに伴い、金スポットは会

合後に買いが優勢となり、上昇した。米長期金利も一時低下したことで、実質金利の低下が意識され、金への資金流入が加速した。また、ウクライナ、ロシア情勢が進展をみせたことで、引けにかけて売りが出る場面もあった。

FX

ドル円：下落　ユーロドル：上昇

米長期金利の指標である10年債利回りが4.14％台まで低下すると、全般にドル売りが先行し、ユーロドルは上昇。11日の高値1.1763ドルを上抜け、一時1.1769ドルと10月1日以来の高値を付けた。ただ、その後米10年債利回り

が4.18％台まで低下幅を縮めるとドルの買い戻しが入り、上値は次第に重くなった。ドル円は反落。米長期金利の低下を背景に円買い・ドル売りが進み、8日の安値154.90円を下抜けて一時154.84円まで下落した。日銀は今週の

金融政策会合で政策金利を30年ぶりの水準に引き上げるも通しと報道され、円が買われ、154円台では押し目買い意欲も強く、売り一巡後は下げ渋った。

ドル円：155.21ユーロドル：1.1753

Fixing Prices

12月15日

AM

4,337.50

63.870

1,770.00

1,524.00

4,315.85

-

1,775.00

1,558.00

PM

USA

アメリカ・PMI（購買担当者景気指数・速報値） 12月 

アメリカ・フィラデルフィア連銀景況指数 12月

Source: CFTC

Source: みんかぶ

2025/11/17

台湾・CBC指標金利 第4四半期

スウェーデン・政策金利 12月

日本・日銀短観 第4四半期 [大企業製造業]

日本・日銀短観 第4四半期 [大企業非製造業]

英国・英中銀政策金利 12月

Asia

Europe

ハンガリー・ハンガリー中銀政策金利 12月 ユーロ・ECB政策金利 12月

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。


